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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，タングステン・モ

リブデン工業会(JTMIA)及び財団法人日本規格協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正

すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。 

これによって，JIS M 8128:1976 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許

権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に係る確認について，責任は

もたない。 

 

 



 

 

  

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

日本工業規格          JIS 
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鉱石中のタングステン定量方法 
Methods for determination of tungsten in ores 

 
1 適用範囲 

この規格は，鉱石中の酸化タングステン（Ⅵ）の定量方法について規定する。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS K 0050 化学分析方法通則 

JIS K 0115 吸光光度分析通則 

JIS K 0116 発光分光分析通則 

JIS M 8101 非鉄金属鉱石のサンプリング，試料調製及び水分決定方法 

JIS Z 8401 数値の丸め方 

 

3 一般事項 

分析方法に共通の一般事項は，JIS K 0050，JIS K 0115 及び JIS K 0116 による。 

 

4 試料の調製及び保管方法 

JIS M 8101 によって縮分した成分用試料 1)
 を，150 µm 以下 2)

 に粉砕し，この成分用試料の一部を，100

～105 ℃の空気浴中で約 2 時間乾燥した後，デシケーター中で室温まで放冷し，保管する。 

これを成分試験試料（以下，試料という。）とする。 

なお，この場合の保管は，JIS M 8101 による。 

注 1) 成分分析のために採取した試料の総称をいう（JIS M 8101 参照）。 
2) 箇条 5 a) の分析方法によって定量を行う場合は，めのう乳鉢で，更に微粉砕することによって，

試料の分解を容易に行うことができる。 

 

5 定量方法の区分 

酸化タングステン（Ⅵ）の定量方法は，次のいずれかによる。 

a) 酸分解・シンコニン沈殿分離酸化タングステン（VI）重量法 この方法は，灰重石及び精鉱された鉄

マンガン重石のような酸で分解が容易なタングステン鉱試料に適用する。 

b) 融解・シンコニン沈殿分離酸化タングステン（VI）重量法 この方法は，一般タングステン鉱試料に

適用する。 

 


